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助成の趣旨：次に定める研究をさらに積極的に推進するために，海外研修に必要な援助助成
を行う．

（1）医学および看護の臨床教育に関する研究，（2）臨床疫学，医療の質ならびに病院管理に関
する研究，（3）予防医学に関する研究，（4）看護に関する研究
応募の対象：

（1） 所属の如何を問わず，上記の助成の趣旨に適う海外研修（平成 26 年 4 月 1 日より平成 27
年 3 月 31 日の間に，期間 1 年以上の海外留学を開始する）を希望する個人

（2）平成 26 年 4 月 1 日現在満 40 歳未満，すなわち誕生日が昭和 49 年 4 月 2 日以降の者
（3）下記＊推薦者からの推薦がある者
（4） 申請書提出時点で，TOEFL（iBT）80 点以上，または TOEIC700 点以上（※ TOEFL

（iBT）：Internet-based test）
（5）他の財団または基金などから同じ時期に援助を受けていない者
（6） 平成 26 年 3 月 31 日以前に海外留学をすでに開始しており，本助成金で海外留学を継続

しようとする者は対象外
研究・研修期間：研究・研修期間は，原則 1 年とする．
助成金額および人数：1 件につき 300 万円，3 名以内とする．
対象となる経費：本人の渡航費，学費および滞在費とする．
応募方法：

（1）所定の申請書用紙に必要事項を記入し，事務局へ提出する．
（2）応募は一人につき 1 件に限る．
＊推薦者：

（1）申請に関しては推薦者を必要とする．
（2） 当財団の役員，評議員（https://sllsi.or.jp/about/officer/index.html），従業員および研究

助成審議委員会委員（https://sllsi.or.jp/subsidy/member/index.html）が推薦者になるこ
とはできない．

候補者推薦件数：1 推薦者から 1 件に限る．
推薦方法：候補者より提出された申請書用紙に必要事項を記入，署名捺印する．
締切：平成 25 年 10 月 15 日（火）　※当日の消印まで有効
選考方法：研究助成審議委員会において選考し，理事会で決定する．
採否の通知：平成 25 年 12 月に応募者へ文書で通知する．
助成金の交付：平成 26 年 6 月末までに授与する．
研究・研修の成果：

（1）研究・研修成果については当財団理事長あて研究報告書，収支決算書等を提出すること．
（2） 学術誌等への研究・研修成果の発表は自由であるが，公益財団法人聖ルカ・ライフサイ

エンス研究所の助成金を受けた旨を明らかにするとともに，発表した論文刷りを当財団
に提出すること．

聖ルカ・ライフサイエンス研究所
平成 26年度「臨床疫学などの若手研究者の海外派遣助成」募集要項
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